
年
行
’
か

Ｉ
発
‥
。
や
路

‥
乱
わ
お

２
９
戈
」

今

日

政
府

で

と

盛

ん

に

討

つ

到1

を

"l

iv

理

が

－－

下●

Ｔ
-
ａ
ｒ
-
ｉ
^

Ｉ
Ｈ
‥
イ

い
る
よ
う

１
作
業
に
よ
る
Ｉ
携
処

心
一
化
す
る
こ
と
に
よ
り
．

捨
所
に
お
け
る
Ｉ
捨
処

「
簡
便
・
ぶ
Ｌ
確
・
迅
速
性
」

つ
な
が
る
｝
一
と
を
期
待
し

て

い

ま

す

４
年
目
を
む
か
え
て

所
長
佐
藤
信
洋

］
い
い
も
の
で
、
「
さ
わ
や

か
釧
路
」
も
開
所
し
て
４
年

目
を
む
か
え
て
い
ま
す
。
間

所
の
準
備

ろ
な
而
で

が
多
く
片

、
当
初
は
い
ろ
い

わ
か
ら
な
い
ｙ
｝
と

労
し
ま
し
た
が
、

現
在
は
、
あ
る
程
度
安
定
し

て
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

'＆｜

ぴ
録
会
員
は
１
３
名
で
、
仕
今

は
各
人
の
能
力
を
生
か
せ
る

次
の
ミ
つ
に
人
別
さ
れ
ま
す
。

Ｔ
）
企
業
派
遣
～
企
業
に
派

遣
し
、
に
Ｉ
は
配
達
・
調
理
な

ど
を
行
う
。

（
―
）
パ
ソ
コ
ン
印
刷
～
各
種

皿
‥
飢
（
サ
ー
ク
ル
・
自
治
会
・

研
修
会
な
ど
）
及
び
各
種
印

刷
。

よ

り

/／

飾

又で

は

ｇ´

飾

り

い

状

東

的

す駿

゜川

簡
易
な
１
作
業
～
企
業

製
本
の
た
め
の
ド
〈
‐
、

り
の
部
品
組
立
。

毎
年
1
0
判
よ
り
１
２
川
ま

年
賀
状
の
斡
旋
販
売
と

り
の
販
売
を
行
っ
て
お

そ
の
時
期
は
人
変
忙
し

況
で
す
。
ｙ
一
の
他
、
将

に
考
え
て
い
る
の
は
介

品
・
福
祉
機
器
の
販
売
で

Ｌ
な
福
利
厚
生
面
で
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
２
ケ

月
に

度
の
縁
．
食
会
を
ｒ
定

し
て
お
り
ま
す
。
櫨
食
勁
は

仕
乍
の
祁
合
で
八
Ｌ
Ｕ
が
揃
う

の
は
む
ず
か
し
く
、
’
ド
定
通

り
実
行
で
き
な
い
よ
う
な
状

況
で
す
、

よ

りひ

什録

'DI会

ほ
に
は
、
常
‐
頃

も
も
ち
ろ
ん
人
官

さ
わ
や
か
Ｉ

事
務
処
理
の『

ｇ
化
』
進
む

代
衣
Ｌ

北

海

道

難

方

腎

友

会

が

て

い

る

しをるく文で員援胴すだ什人
さ目今お援｀－をのがま･jfりて

弘

病
連
と
釧
路
地

共
同
で
運
営
し

「
自
に
址
乍
業
セ
ン
タ

わ
や
か
釧
路
」
も
開
設

か
ら
、
は
や
４

ま
し
た
。

イ

Ｉ
Ｉ
こ

－
１

の
確
傑
に
つ
い
て
は
ま

だ
不
充
分
で
は
あ
り
ま

標年Ｍ'i・今同い力

行
政
や
巾
民
角
界

々
か
ら
暖
か
い
ご

た
だ
き
な
が
ら
、

旗
張
っ
て
い
ま

後
と
も
変
わ
ら

ご
協
力
の
ほ
ど

い
申
し
卜
げ
ま

の
Ｉ
携
所
内
に

と
し
て
、
Ｉ
務

「
俯
便
し
削
確

迅
速

性処おす竹ぬす

゜しごの所支各｀一埋け

の
見
地
か
ら
「
パ

理
」
を
検
討
し
、

ソ
コ
ン
処

現
在
ま
で

卜一

部

り

ま

す

た

だ

き

に

述
川
中
の
も

の
も
あ

の
で
照
会
さ
せ
て

ま
す
。

．
つ
は

お
け
る

い

通
院
送
迎
Ｉ
業

「
斤
約
表
・
利
川
会

員
へ
の
通
知
ｍ
一
へ
の
送
迎
通

知

」
を
パ
ソ
コ
ン
で
処
理
し
、

同
時
に
「
送
迎
実
績
集
約
」

を
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ミ
つ
に
は
、
収
務
所
経
費

処
理
に
つ
い
て
も
、
複
式
簿

記
方
式
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
処

坪
を
行
う
た
め
、
今
年
。
年

を
試
行
期
間
と
し
て
運
川
し

て
い
る
と
I
)
ろ
で
す
。

ま
た
、
年
末
に
は
「
年
賀

及
び
／
飾
り
」
の
収
扱
も
始

ま
り
、
嘔
務
所
内
で
の
収
務

ほ
も
多
く
な
る
ダ
ー
と
か
ら
、

／
飾
り
収
扱
関
係
の
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
帳
柴
煩
の
作
成
か

謡
足

｛
〉

検
討
し
て
い
る
と



だ
け
れ
ど
も
、
お
互
い
難
病

を
抱
え
て
い
る
身
で
あ
り
、

体
が
第
。
で
無
理
を
せ
ず
に
、

元
気
で
楽
し
く
働
こ
う
と
言

つ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
。

「
さ
わ
や
か
釧
路
」
へ
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
釧
路
市
、

釧
路
保
健
所
を
は
じ
め
、
関

係
者
各
位
に
心
よ
り
厚
く
お

礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

？
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
わ
や
か
釧
路
で
は
、
現
在

左
図
の
よ
う
な
仕
事
を
主
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
今

回
は
、
配
送
の
仕
事
を
し
て
い

る
高
橋
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

私
が
、
さ
わ
や
か
釧
路
へ

通
所
し
て
早
く
も
４
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

現
在
、
私
と
常
川
君
の
二

人
は
一
週
間
に
３
、
４
日
交

代
で
鶴
ヶ
岱
に
あ
る
山
田
弁

◆◆業務内容◆◆
f

当
さ
ん
に
朝
５

芦
ら
£
午

位
ま
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

お
に
ぎ
り
・
各
種
弁
当
、
あ

と
は
注
文
が
あ
れ
ば
オ
ー
ド

ブ
ル
や
法
事
の
時
の
食
嘔
な

ど
を
予
算
に
合
わ
せ
て
作
っ

て
い
ま
す
。

私
と
常
田
君
は
御
飯
炊
き

や
、
丘
‐
御
飯
や
赤
飯
の
お

に
ぎ
り
を
作
っ
た
り
し
た
後
、

釧

路

毎

日

性

４
駅
に
配
達
し
て
い
ま
す
。

が
忙
し
く
、
職
場
は
女

人
男
性
は
２
人
だ
け
で

す

が

楽

が

ら

働

い

は

な

か

・ワープロ、表計算ソフトの
入力代行

(Word、一太郎、Eχｃｅ１等)

・各種書類作成
(サークル、自治会、研修会等)

・各種印刷

(名刺、ハガキ、の他、
チラシ、ポスターなど)

！
Ｉ
ｊ
｀
ｒ

し
い

て
い

な
か

会
話
を
し
な

ま
す
。
最
初

コ
ツ
が
つ
か

一介護用品、福祉機器の
カタログ販売

・配送代行
ｅ

・そ・他軽作業

(てすり取り付け等)

連絡はTEL/25-2012
営業担当佐藤・五十嵐まで

め

ず
弁

肖

屋

さ

ん

の

方

に

も

迷

惑

を

か
け

ま

し

た

が

最

近
は

あ
ま
り
火

敗
も
無
く

な

っ

て

き

た

す

ま

だ

出

来

ま

せ

ん

も

常

田

君

と

党

え

て

行

き

す

☆時間☆
午前９時～
午後４時まで

様
な
気

一
部
の

が
、
こ

共
に
Ｉ

た
い
と

II●ｌｌｙTご

瞳●●魯
●●●●

,・皿‐榔魯
．韓●●隷゛

が

し

ま

囃

し

か

れ

か

ら

つ

つ

思

い

ま

／へ

鳥
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第
一
回
さ
わ
や
か
釧
路

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

７
｡
m
‐
（
‐
）
さ
わ
や
か

釧
路
で
初
め
て
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
鶴
居
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
行
は
‐
″
Ｊ
‥
。
天
候
が
ず

っ
と
悪
く
、
中
止
に
な
る
の

で
は
と
心
配
も
し
ま
し
た
が
、

当
‐
は
蒸
し
蒸
し
す
る
ほ
ど

の
暑
さ
で
、
み
ん
な
、
ち
ょ

っ
と
バ
テ
気
味
で
し
た
。

９
時
緊
に
収
務
所
を
出
発
、

最
初
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
し
、

景
品
を
か
け
て
２
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
対
戦
し
ま
し
た
。

景
品
は
Ｉ
位
～
３
位
、
チ

ー
ム
賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
、
ラ

ッ
キ
ー
賞
と
分
け
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
唇
さ
で
途
中
で

動
く
の
も
イ
ヤ
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
以
後
ま
で
頑
張

り
ま
し
た
。

優
勝
は
所
長
の
佐
藤
さ
ん
。

マ
イ
ク
ラ
ブ
を
持
っ
て
い
る

だ
け
に
、
や
は
り
。
冊
Ｌ
予

で
し
た
。
２
位
は
伊
藤
さ
ん
。

女
性
陣
の
申
で
は
。
冊
と
健

闘
、
い
ま
し
た
。
そ
の
後

は

溢

。
運
動
を
し
た
あ
と

な
の
で
お
腹
も
す
き
、
み
ん

な
食
は
進
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。
食
嘔
が
終
わ
っ
た
あ
と

は
自
山
行
動
と
し
、
帰
る
人
、

魚
釣
り
に
行
く
人
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
と
分
か
れ
て
行
動
し

ま
し
た
。

魚
釣
り
で
は
、
結
構
（
？
）

釣
っ
た
み
た
い
で
、
帰
っ
て

か
ら
天
ぷ
ら
に
す
る
と
．
Ｊ
‥
つ

て
い
ま
し
た
。

帰
っ
て
き
た
の
は
、
夕
方

で
み
ん
な
疲
れ
て
い
た
と
は

思
い
ま
す
が
、
良
い
思
い
川

に
な
っ
だ
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

今
回
初
め
て
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
訳
で
す

が
、
な
か
な
か
全
員
の
都
合

が
合
わ
ず
、
難
し
い
状
況
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
実
行
し

て
行
き
た
い
と
お
も
っ
て
い

ま
す
。

（ご

佐
藤
さ
ん
、
細

刄

ん

岩
井
さ
ん
と
３
人

仲
良
く
・
・
・

‘・ｉ
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パ
ソ
コ
ン
教
室

始
ま
る

今
年
の
４
月
よ
り
、
さ
わ

や
か
釧
路
の
代
衣
で
あ
る
卜

田
さ
ん
が
透
析
‐
だ
け
通
所

す
る
ヽ
一
と
に
な
り
、
本
格
的

に
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
始
し

ま
し

の時頑さりつの覚す時は

た
。

ソ
コ
ン
教
室
は
希
望
者

み
で
す
が
、
．
人
．
‐
２

間
程
度
、
卜
川
さ
ん
と
～

嵐
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

張
っ
て
い
ま
す
．

パ

ソ
コ
ン
は
、
フ
習
う
よ

慣
れ
ろ
」
と
い
う

の
。
‥
葉
通
り
、
希

‐
１
１

頑なにいい望I-.
張いはまる者田

!11･司
Ｆ
Ｕ
」

り

共栄小学校

画

中国料理風糧

り

案内図

鯛路襲環器クリニック

ここ

・松浦郵便局

'二'二r■
卜1｡

ここです

三
十
瞬

コンビニ

1･-5

ｔJ

i？！

r--松洞公園

道
路至

駅
北
口

お
知
ら
せ

さ
わ
や
か
釧
路
で
は
、
‐

川
よ
り
、
年
賀
状
・
／
繩
販

売
を
始
め
ま
す
、
毎
年
、

般
の
み
や
難
病
連
７
腎
友
会

関
係
の
み
に
た
く
さ
ん
の
注

文
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
１
０
川
’
中
旬
よ
り

兄
本
の
配
布
を
ｒ
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
、
ご
辿
絡
ド
さ
い
。

｛
り

☆
パ
ソ
コ
ン
教
宇
が
終
わ
っ

た
途
端
、
さ
わ
や
か
通
信
を

ま
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

・
か
が
や
き
通
信
’
（
旭
川
）

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

な
ん
と
か
仕
上
げ
る
ヽ
」
と
が

で
き
た
。

☆み

慣
れ
て
い
な

ま

す

つ

て

つ

て巴
く
１
゛

が
、

作
っ

い
ま

（財）北海道約岫

(障害者地城共同作業所)

い

所
も
あ

の
で

る
と

こ
れ
か
ら

SI-
li冗

-f=ｋす

思
い

も
頑
張

い
き
た
い
と

匹･啖ｔンター「さわや力瘤l路」

〒085-0005釦|路巾松浦町９－２０

思

（
卜
村
）

0154-25-2012FAX0154-25-2ひ42

竹

-



関係各位

平成１３年９月１日

〒085-0005釧路市松浦町９－２０

鼓ｎｾﾝﾀｰ「さわやか釧路」

鼓傾支計ﾝﾀｰ「さわやか通院介護」

所長佐藤信洋

初秋の候、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。

（財）北海道難病連釧路｡（管内）支部及び釧路地方腎友会に対しまして、日頃よりご協

力、ご支援をいただき、厚くお礼申し上げます。

さて、この度両患者団体が共同で運営しております障害者小規模作業所「さわやか釧路」

及び通院介護支援センター「さわやか通院介護」の近況報告などを行うことを目的として

「さわやか通信（２号）」及び「PosIiVe(1号）」を刊行いたしますのでお送り

いたします。

今後ともご理解とご支援のほど、よろしくお願いいたします。

敬具

同封

「さわやか通信（２号）」

「Postive(1号）」

１部

１部



発行人／通院介慶支援ｔンターｒさわやかｉ院介護丿

錯鳥／通院介護支観センター；さわやか通腱介輿J
代慶上田弘
筝専属

飼蕗南松浦町9-20Td
発行/a≫i*7月５ａ寵町

(0154)23_a)lJFax(01S4)J5-2ひ42

印釧／自立事業センターｒさわやか釧路J

i･・一息,－哺i,･・●ll,･・－ａ，一・ａ,･・一一息,一一al･，・●盆，一一旨9・一価・一旨,･，一息

£’111jjj」:

院介●支援センター「さわやか通院介●」のコミュニケーションペーパー、その名も『Ｐ・stiv・!!J(Cポジティブ）：積極的、肯定的）。

ボランティアされる儒もする側も、いろいろ種種的に意見交換できる繊麗にしたいと考えています。

創刊にあたり、当センターから代表と青友会から会長にご換拶をさせていただきます。

常に安全運転で

『さわやか通院介護』利用者の皆さ
んお元気ですか。また、日頃から安全
運転で、快く送迎下さっている送迎ボランティアの皆さん、連日の送迎活動

大変有り難うございます。

『さわやか通院介護』の送迎事業も

早いもので３年目に入っており、お陰
さまで送迎事業に関する事務的・行動
的な流れも定着しつつあります。

この送迎事業は、北海道難病連と釧
路地方腎友会が共同で実施母体となっ

ており、その実施母体に協力して下さ
る市民ボランティアさんの力によりな
がら、一人で通院困難な難病患者さん

や透析患者さんを送迎しているのもで
あり、送迎ボランティアさんの協力を

得られなければ実施困難な事業であり
ますっどうか送迎ボランティアさんに
おかれましては、今後とも安全運転にて御協力下さいますようお願い致しま

す。

昨年から介護保険が開始され、道内

通院介護支援センター『さわやか通院介護』

代表上田弘

でもハイヤー会社による通院送迎を、
介護保険を適用して実施する所も出て
きております。

当釧路地方においてもハイヤー会社で

介護事業を取り扱う事業所が出てくれ
ると、利用者の経済的負担が軽減され、

更に送迎利用者の拡大にもつながるこ
とであり、ハイヤー会社の努力を期待
したいものであります。

近年、交通事故が多くなり、送迎ボランティアさんの送迎途中での万が一

の事故等に対し、ささやかではありま
すが一部補償制度を、『さわやか通院介護』で設けましたので、遠慮無く申

し出ていただきたいと思います。
これか暑さも本格的になり、車両運

転にも注意を要する時節かと思いますので、時間に余裕を持って、一に安全、

二に安全、三にも安全という気持ちの

運転で、事故に遭わないよう細心の注
意でもって送迎をして下さいますよう
お願い申し上げます。



通院介護支援センター『さわやか通院介護』
活動３周年を迎えて

釧路地方腎友会
会長掛札聖

北海道難病連釧路支部と釧路地方腎

友会が共同で、車でなければ通院が困

難な透析患者と、他難病患者のために
平成11年６月から運行を開始した通院

介護支援センター『さわやか通院介護』

今年６月で満２年を迎えました。
運行開始当初、登録会員（送迎患者）

は全て透析患者だけでしたが、平成12
年からは他難病患者の会員も送迎する

ようになり現在に至っています。
この通院介護事業は、平成４年神奈

川県平塚市で始まり、その後平成８年

北九州市腎友会が『車を使わなければ
移動が出来ない人』の通院介護支援事

業として行われてきました。その後北
海道では釧路を皮切りに室蘭市、旭川

市などで行われるようになりました。

本来であれば介護保険制度の中で、国
が行わなければならない事業であると

考えます。釧路市内で現在介護ヘルパ
ーの介護を受けてタクシーなど公共機

関を利用して通院している透析患者が
多数います。今後更にこのような患者

さんのためにも通院介護支援センター

『さわやか通院介護』の発展と、介護
保険制度による通院送迎が可能になる

よう活動していきたいと考えておりま

す。

―
・
・
‐

-

会員とボランティア会員の中編点、

務馬スタッフの紹介と挨拶

所長佐藤信洋
(難病連釧路支部長)

平成I1年にスタートしましたこの通
院送迎事業も３年目を迎え、初めて会

報を発行することとなりました。
この会報発行により利用会員・ボラ

ンティア会員、そして事務局のお互い

の情報がわかり、横の繋がりが深まる

ものと期待しています。
当初は試行錯誤でスタートしました

が、現在までの活動状況は１年目送迎
回数634回（１ヶ月平均106回）、２年
目送迎回数1,103回（１ヶ月平均138回）

と順調に広がってきております。これ
までに無事１件の交通事故もなくこれ
ましたのも、ボランティア会員を初め
とした関係者の方々の協力があっての

―

―

―

ことと深く感謝申し上げます。
今後も、人と人とがお互い助け合い、

支え合っていくこの活動が、更に広が
っていくことを願っています。

-

-
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コーディネーター五十嵐信康

手探り状態からスタートした通院送
迎サービス事業も３年目を迎えた。

介護保険スタートを目前にして、全

国腎臓病患者連絡協議会の機関誌『ぜ
んじんきょう』でも、通院困難な透析

患者の問題とともに、組織で対応を試

みている患者会の記事が掲載された。

誰もが通院送迎サービスの必要性を
感じていた中、『釧路でも』と難病連
と釧腎会役員から有志が集うかたちで、

『さわやか通院介護』は誕生した。

既に活動を開始していた北九州の『さ
わやか』や全腎協等関係団体の御協力

を頂けたことは大きな力になりました。

この場を借りて感謝申し上げます。
普段の活動では『ボランティア会員

の負担軽減』『利用会員に快適なサー
ビス』を心がけていますが、両会員共

に電話だけのやりとりが多く、事務局

では実務に於ける問題点を迅速には掴
みづらいのが現状です。
皆さんのご意見が活動の質の向上につ
ながることと思います、遠慮無くご意
見ご要望を事務局までお寄せ下さい。

会計上村直子

会計を担当しています。

私も開設当初からボランティア会員に

登録しました。
最初は不安や緊張もありましたが、少
しずつ慣れてきました。私が送迎して

いるのは透析患者さんですが、透析の

ことはあまりよく解っていなかったの
で、色々聞いたり等すると、とても大

変なんだなあと実感しました。
これからも同じ難病患者として、お

互いに助け合っていけたらなあと思っ

ています。

nランティア会員に登録してくれている方たちは、珊在２５人。量餓会員数か

ら見れば、圧倒的に少ない中、皆さん頑張ってくれています。

そんなボランティア会員の中から、今回は腎友会会員で登●している方々にスポッ

トをあててみました。

河野正子％
私は子供の頃から病弱で、いつも誰かに守られている状態でした。その中で

も、人のために尽くし、励ましていける自分にと思ってきました。

そんな時、この通院介護のお話を聞き、すぐに登録致しました。
一時の車中での対話は、私に勇気と元気を下さいます。

これからも、たくさんの人と巡り会い、そして学んでいきたいと思っていま

すので、どうぞ宜しくお願い致します。
伊藤まゆみ‰

通院介護が始まって３年が経ち､私が実際に活動したのは最初の１年だけで、

現在は仕事の関係でなかなか活動が出来ずにいます。
毎週通院にタクシーを使うと通院費が大きな負担になる。バスだと体がしん

どいと言う方の少しでも力になれぱと登録を希望しました。
これからも時間帯が合えば、月に１度でも活動出来れぱと思っています。

橋本巌‰
私は、今まで２回しか２回活動させていただいていないので心苦しいのです

が、他のボランティアの人の話を聞くと、『さわやか通院介護』の送迎を利用

している方は皆体調の思わしくない方が多いと言うことです。
この『さわやか通院介護』の献身的な取組が、行政にその大変な状況を訴え、

なにがしかの送迎制度が出来上がることを祈らずにはいられません。
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大本勝美‰

平成12年２月に通院介護の取組を始めましたが、諸問題をクリアーして６
月よりスタート出来ました。私も同じ患者としてボランティアに参加していま
す。

初めは週３回でしたが、今は１回です。今担当している方は95歳の高齢者

ですが、足も達者ですし耳も普通で問題ありません。

今後も運転出来る限り続けたいと思っています。

※ほか佐藤

金井英

信洋、掛札聖

雄（順不同敬称
五十嵐信康、竹内昇､奈良達也

略）も登録しています

会員のみなさんへ

みなさんのための『掲示板』です。

『ご意見』『感想』など、通院に関す

る事、そうでない事、何でも結構です

ので、お便り下さい。

お待ちしています。

利用会員のみなさんへ

毎週の予約電話を忘れずにお願いしま
す。

入院など、予約の変更がある場合も忘

れずに事務局まで連絡してください。
運行寄付金の請求ミスなどにつながり

ますので、よろしくお願いいたします。

ボランティア会員のみなさんへ

毎週木曜日、翌週の予定をお伺いする
電話をお掛けしています。
木曜日に外室、出張など登録された連
絡先に長時間不在の時は、ボランティ
ア会員の方から連絡してくれると助か
ります。
よろしくお願いいたします。

●
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会員のみなさんへ注意

個人的に送迎の依頼や、ボランティア会員の都合をうかがったり、又承諾はし
ないで下さい。

必ず事務局を通じて予約を入れてください。
ボランティア会員は全員『出来れば、送迎してあげたい』と言う方ばかりです。

利用会員さんには直接断りづらい方もいらっしやると思います。

定期に通院されている病院以外でも予約は受け付けるので、必ず事務局に連絡
して、利用会員とボランティア会員同士でのやり取りはしないで下さい。
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